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①友人に連れてこられた。 
②何事も神に依頼するようになった。こわがらない。 
③終活準備。ルター一日一章を読むこと。（老人）  
①母がキリスト教系の女学校卒で、二人の娘もキリスト教系保育園育ちでした。自然と讃美歌に興味を持ったの

がきっかけになりました。 
②新しい命を生きる喜びと「主がいつも共にいてくださる」そして、最善に導いて下さることを強く意識するよ

うになりました。 
③神様の愛と恵みを素直に受け止め、健康に気をつけながら歩んでいけたらと思っています。（Ｙ．Ｙ）  
①両親がクリスチャンなので、小さい頃から家族で教会に通っていました。 
②幼児洗礼を受けていませんでしたので、聖餐式のたびに心に寂しさを感じていました。受洗して多くの兄弟姉

妹と一つになれた喜びに満たされました。 
③ひたすらお祈りすること、感謝することです。（沼崎素子）  
①両親が教会に行っていたため。 
②クリスチャンとしての生き方を意識して生きるようになった。 
③キリスト者としての修練。信仰の継承に結び付く行動。（谷口恵）  
①ルーテル教会付属の幼稚園に入ったこと（母に感謝！） 
②中学３年生のクリスマスに受洗しました。変わったことは・・・人の笑顔を見るのがうれしくなったこと。 
③この世とお別れする時、みんなに「ありがとう」と言えるように生きること。（Ａ．Ｍ）  
①幼少時、隣りの日本キリスト教団の牧師さんのお宅の日曜学校に通っていました。ステンドグラスに憧れ、母

にねだって連れて来られたのが、ルーテル京都教会でした。 
②高校の時に受洗。これから私はいつもまもられるのだ、と思いました。 
③信ずることです。（Ｎ．Ｔ）  
①小学生の頃、母が教会に通うようになり、一緒に教会学校に通っていました。 
②神さまに守られているという安心が、いつもあります。 
③日々、感謝して生きること、祈ることです。（Ｏ．Ｎ）  
①近くに教会が建った時、誘われた。 
②人生の目的ができた。 
③いただいた恵、学んだ聖書の言葉を書いて残しています。（谷口昌子） 

びふぉー・あふたー 
①教会に行ったきっかけは？     ②洗礼を受ける前と後で変わったこと 

③今、こころがけていること 

～京都教会より～ 
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①６０年程前、ラジオのルーテル・アワーを聴いて。 
②あまり変わりません。 
③主にお任せして、くよくよと悩まないように努めています。（Ｈ．Ｙ）  
①生まれた時から両親と共に教会へ。 
②学生時代だったので、自覚と共に重荷も感じた。 
③教会の方々、またまわりの方々へ寄り添える者になりたいです。（Ｋ．Ｌ）  
①以前から来てみたかったところ、沼崎牧師が快く受け入れてくださったため、決心がつきました。 
②洗礼は受けていません。 
③新しい時代の姿が、これまでより少しでもよくなること。（Ｍ．Ｏ）  
①教会付属の幼稚園に通っており、家も近かったので、教会学校に通わせてもらうようになりました。 
②より深く神様とつながれたような気がします。 
③毎日、聖書通読表に添って聖書をかかさず読むことと、朝晩の祈りを習慣にすること。（三宅愛子）  
≪私の信仰生活≫                     京都教会 三宅愛子 
 今、私は、京都教会で“みぎわ会”（女性会）の会長を若輩ながら務めさせていただいております。微力なが

らも、神様のお仕事に携わることができて感謝しています。 
 私は母親の連れ子だったため、幼い頃より、母方の祖父母の養女として育てられました。育った家は、築１０

０年以上の五右衛門風呂があるような家で、幼い私には広すぎて怖かったことを覚えています。祖父は、観世流

の謡の先生で、いつもお弟子さんが謡のお稽古や、仕舞のお稽古をしに家にやって来るような家でした。 
 今から思えば、家のあった場所が、私の信仰生活を決定づけた要因の一つかな、と思います。家の目と鼻の先

にルーテル京都教会があり、自然と一番近くの幼稚園に通ったのですが、そここそが、教会附属の（今はもうあ

りませんが）白百合幼稚園だったのです。園長先生は、京都教会の牧師で、毎日、神様のお話をしてくださいま

した。いちばん仲良くしていた友達が、宣教師の息子だったことから、毎週日曜日、教会学校にも自然と通うよ

うになりました。そのころの教会学校は、子どもがたくさんいて、とても楽しかったことを覚えています。 
 小学校はカトリックの学校で、神様に祈りを捧げる日常は変わることなく続きました。教会学校へも続けて通

っていました。 
 ですが、年を重ね、思春期になると、心が神様から離れてしまうことも多々ありました。高校へ進学する時に

将来のことを考え、保育士になって、私が楽しかったように、神様のことを子どもたちに伝えていけたら、と思

いました。念願叶い、保育士になり、毎日子どもと一緒に讃美歌を唄えることが喜びでした。今思えば、神様か

ら心の離れてしまった私を、神様はいつも手を大きく広げて待っていてくださったのかな、と思います。 
 今、私には、小学生の娘と高校生の息子がいます。子ども達が大人になった時、心の拠りどころがある、自分

にはいつも見守ってくださる神様がいる、ということだけは、忘れないでいてほしいと思っています。そして、

私自身も、感謝の心を忘れず、日々反省を忘れず、神様に見守られている喜びをかみしめ、生活していけたらと

思っています。 
≪びふぉー・あふたー 次回は～神戸教会～です！≫ 
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